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将　 来　 像将　 来　 像

将来像実現のための基本方向将来像実現のための基本方向

基本構想について第1章

基 本 構 想
（ 市民と 市の将来像）

前 期 基 本 計 画
（ 将来像実現のための具体的な施策）

政 策 分 野

だれも が誇れる　 暮ら し つづけたいまち　 朝霞

安全に、 安心し て

暮ら せるまち

自分ら し く 学び育ち、

心地よく 暮ら せるまち

快適に暮ら せる、

にぎわいのあるまち

災害対策災害対策

防 犯防 犯

福 祉福 祉

こ どもこ ども

健 康健 康

教 育教 育

文 化文 化

環 境環 境

市民生活市民生活

コ ミ ュ ニティコ ミ ュ ニティ

都市基盤都市基盤

産業振興産業振興

政策を推進するための取組政策を推進するための取組

【 基本構想・ 前期基本計画の構成図】
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多様性を尊重し 、

認め合い助け合っ て

まちをつく る

主体的に参画し 、

愛着をも っ て

まちをつく る

連携と

創意工夫によっ て、

持続可能な

まちをつく る

共 通 理 念

1  趣旨

こ の基本構想は、 市民と 市がと も に実現を 目指す朝霞市の将来像『 だれも が誇れる　 暮

ら し つづけたいまち 　 朝霞』と 、 その実現に向けた方向性や共通理念等を 示すも のであり 、

市政運営における最上位の構想と なり ます。

こ の基本構想に掲げる 将来像は、 市民と 市が共有する 未来のビジョ ン であり 、 多様な主

体による幅広い協働＊により 実現を 目指すも のと し ます。

2  期間

基本構想の計画期間は、令和８ 年度（ ２０２６ 年度）を 初年度と し て、令和１７ 年度（ ２０３５

年度）を目標年度と する１０ 年間と し ます。

3  基本構想の構成

こ の基本構想は、 朝霞市が目指す「 将来像」、「 将来像実現のための基本方向」、 そし て、

将来像実現のための「 共通理念」から 構成し ます。

第
１
章

第
１
章
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朝霞市が目指すべき方向性第2章

1  将来像

朝霞市は、 武蔵野台地に育まれた緑と 水辺に恵まれ、 交通利便性の高い東京近郊の住宅

都市と し て発展し 、 市制施行時に約５ 万５ ,０００ 人だっ た人口は、 こ れま で増加を 続け、

令和７ 年（ ２０２５ 年）には約１４ 万６ ,０００ 人を 有する都市に成長し てき まし た。

　 こ れから も 、 朝霞市の強みである 生活利便性や安全性、 恵まれた自然環境、 朝霞市民ま

つり「 彩夏祭」に代表さ れる文化などを、 未来に継承し ていき ます。

さ ら には、 近年希薄化し つつある人と 人と のつながり の再生や、 協働
＊によるまちづく り

の活性化を 通じ 、 第５ 次総合計画の将来像と し て掲げた『 暮ら し つづけたいまち 』を さ ら に

洗練するこ と で、誰にと っ ても 魅力的で誇り を 持てる、住みやすいまちを 目指し ていき ます。

2  将来像実現のための基本方向

将来像『 だれも が誇れる　 暮ら し つづけたいまち　 朝霞』を 実現する ためには、 市政運営

の大き な方向性を 示し 、 みんなが方向性を同じ く し て取り 組んでいく こ と が大切です。

そこ で、 将来像の実現のための基本方向と し て、「 安全に、 安心し て暮ら せる まち」、「 自分

ら し く 学び育ち、 心地よ く 暮ら せる まち 」、「 快適に暮ら せる、 にぎわいのある まち 」の３ つ

を掲げます。

だれも が誇れる　 暮ら し つづけたいまち　 朝霞
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“ 安全に、 安心し て暮ら せるまち”と し て、 こ ども や高齢者、 障害者等、 誰も が「 災害や犯

罪への対策が充実し ており 、 安全に暮ら し ていける」と 実感でき るまちを 目指し ます。

また、「 子育て支援等の福祉サービ スや、 市民の健康づく り への支援等が充実し ており 、

安心し て暮ら し ていける」と 思えるまちを目指し ます。

〈 関連する主な政策分野〉

災害や犯罪への対策が充実し ており 、 安全に暮ら し ていけるまちに向けて

・ 災害発生時に迅速な対応が可能な防災体制の確立

・ 地域における防災・ 防犯意識の醸成

子育て支援等の福祉サービスや、 市民の健康づく り への支援等が充実し ており 、

安心し て暮ら し ていけるまちに向けて

・ 誰も が住み慣れた地域で暮ら し 続けら れる「 地域共生社会
＊
」の実現

・ こ ども の利益を考えた子育ち・ 子育ての支援

・ 健康づく り への意識向上

・ 市民ニーズを踏まえた保健サービス等による健康長寿なまちづく り

・ 国民健康保険、 後期高齢者＊医療、 介護保険などの制度の適正な運営

政策づく り にあたっ て重視すべき 事項

安全に、 安心し て暮ら せるまち

災害対策災害対策

防 犯防 犯

福 祉福 祉

こ どもこ ども

健 康健 康

教 育

文 化

環 境

市民生活

コ ミ ュ ニティ

都市基盤

産業振興
第
２
章

第
２
章
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“ 自分ら し く 学び育ち、 心地よ く 暮ら せる まち ”と し て、 こ ども や高齢者、 障害者等、 誰

も が「 充実し た教育を 受けながら 成長し 、 活躍する場がある 」と 実感でき る まち を 目指し ま

す。

また、「 恵まれた自然環境の中で、 人と 人と のつながり があり 、 住みやすい環境がある」と

思えるまちを 目指し ます。

〈 関連する主な政策分野〉

充実し た教育を 受けながら 成長し 、 活躍する場があるまちに向けて

・「 指導の個別化、 学習の個性化による学び」と「 協働＊による学び」の推進

・ 質の高い学校教育を支える教育環境の充実

・ 学校、 家庭、 地域の連携・ 協働＊による地域の教育力の向上

・ 市民ニーズを踏まえた学習、 文化活動などの支援

・ 市民がスポーツ・ レク リ エーショ ンに親し める環境づく り

・ 次世代に地域の歴史や伝統文化が継承さ れ、 愛着や誇り を持てるまちづく り

恵まれた自然環境の中で、 人と 人と のつながり があり 、 住みやすい環境がある

まちに向けて

・ 朝霞ら し い豊かな緑と 水辺を守り 育むまちづく り

・ 環境負荷の低減、 低炭素・ 循環型社会＊の構築、 持続可能な社会の構築

・ 地域コ ミ ュ ニティ 活動の活性化促進

・ 市民活動団体＊への情報提供や団体活動活性化への支援

政策づく り にあたっ て重視すべき 事項

自分ら し く 学び育ち、 心地よく 暮ら せるまち

災害対策

防 犯

福 祉

こ ども

健 康

教 育教 育

文 化文 化

環 境環 境

市民生活市民生活

コ ミ ュ ニティコ ミ ュ ニティ

都市基盤

産業振興
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朝霞市が目指すべき方向性第2章

“ 快適に暮ら せる、 にぎわいのある まち”と し て、 こ ども や高齢者、 障害者等、 誰も が「 道

路や公園等のイ ンフ ラ が整備さ れ、便利さ と 快適さ がある」と 実感でき るまちを目指し ます。

また、「 地域の特性を生かし た産業活力など、にぎわいがある」と 思えるまちを目指し ます。

〈 関連する主な政策分野〉

道路や公園等のイ ンフ ラ が整備さ れ、 便利さ と 快適さ があるまちに向けて

・ 居住機能と 都市機能を併せ持っ た持続可能なまちづく り

・ こ ども から 高齢者まで誰も が安全で快適に利用でき る道路づく り

・ 多く の市民が快適に利用できる公共交通網の実現

・ 市民と 協働＊
で進める公共空間の緑化推進

・ 人の暮ら し と 自然環境の美し さ が融合し た、 朝霞ら し い景観形成

・ 高齢者をはじ め、 誰も が安全・ 安心に長く 住み続けら れる住宅環境づく り

・ 災害に強く 、 持続可能な上下水道機能の確保

地域の特性を 生かし た産業活力など、 にぎわいがあるまちに向けて

・ 商店街のにぎわいを維持・ 創出するための支援

・ 市内事業者の経営の安定化支援

・ 起業・ 創業を希望する方々の支援

・ 多様な働き方を実現するための支援

政策づく り にあたっ て重視すべき 事項

快適に暮ら せる、 にぎわいのあるまち

災害対策

防 犯

福 祉

こ ども

健 康

教 育

文 化

環 境

市民生活

コ ミ ュ ニティ

都市基盤都市基盤

産業振興産業振興
第
２
章

第
２
章
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共通理念第3章

将来像の確実な実現に向け、 すべての政策を 推進する ための共通理念と し て、 次の３ 点

を掲げます。

こ の共通理念は、 行政のみなら ず、 市民、 市民活動団体＊、 さ ら には事業者や学術研究機

関など多様な主体が共通し て理解し 、 常に心がけてほし い姿勢と なり ます。

朝霞市にはさ まざまな人々が暮ら し ており 、個性や価値観、社会的な状況なども 多様です。

また、 人々と 同様に、 朝霞市の各地域にも 、 それぞれの個性があり ます。

こ れから のまち づく り では、 社会的包摂（ ソ ーシャ ル・ イ ン ク ルージョ ン）や多様性（ ダイ

バーシティ ）を 尊重し 、 人の個性や地域特性の多様性を 尊重し 、 認め合い助け合いながら 、

未来の朝霞をつく っ ていき ます。

地域における 課題解決に向けては、 行政だけではなく 、 市民等それぞれが自分ごと と し

て捉え、 さ まざまな視点から 主体的に活動するこ と が大切になり ます。

こ れから のまち づく り では、 市民にと っ て市政への参画が身近である まち を 目指すと と

も に、 参画と 協働
＊を 通じ てまちへの愛着を育みながら 、 未来の朝霞を つく っ ていき ます。

複雑化・ 多様化し た課題の解決には、 広域的な視点や、 市民など行政以外の視点を 取り

入れるこ と が欠かせません。

こ れから のまち づく り では、 他の自治体や市民等のまち づく り 活動の主体と 連携し 、 デ

ジタ ル技術の活用など絶え間なく 創意工夫を 重ね、 市民生活を 安定的に支えら れる 行財政

基盤を 構築し ながら 、 未来の朝霞を つく っ ていき ます。

多様性を尊重し 、 認め合い助け合っ てまちをつく る

主体的に参画し 、 愛着をも っ てまちをつく る

連携と 創意工夫によっ て、 持続可能なまちをつく る



４３第６ 次朝霞市総合計画

第
２
部

　
基
本
構
想

政策分野第4章

基本構想に掲げる 将来像や将来像実現のための基本方向を 踏まえ、 基本計画における 政

策分野を 次のと おり と し ます。

なお、 社会経済情勢の著し い変化に柔軟に対応し ていく ため、 こ こ では政策分野のみを

示し 、 具体的な施策や取組については基本計画に位置づけます。

政策を推進するための取組政策を推進するための取組

災害対策災害対策

防 犯防 犯

福 祉福 祉

こ どもこ ども

健 康健 康

教 育教 育

文 化文 化

環 境環 境

市民生活市民生活

コ ミ ュ ニティコ ミ ュ ニティ

都市基盤都市基盤

産業振興産業振興

【 将来像実現のための具体的な施策】

第
３
章

第
３
章
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４
章

第
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章


